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SPECIAL 
［特集］

●大雨災害に伴う海岸漂瘤こみ

撤去・回収にこ協力ありがとうこざいました

●いつまでもお元気で！！
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言

大
雨
災
害
に
伴
う
濤
岸
漂
着
『
』
耐

撒
去
・
圃
収
に
ご
協
力
い
に
厄
き

寡
り
が
こ
う
『
』
さ
い
参
し
色

: --

栃
木
県
北
部
を
中
心
と
し
た
集
中
豪
雨

の
た
め
、

8
月
28
日
か
ら

31
日
に
か
け
て

那
珂
川
が
氾
濫
し
、
沿
岸
地
域
は
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

大
洗
町
で
は
、
涸
沼
川
の
増
水
に
よ
り

床
下
浸
水
4
棟
、
水
田
の
一
部
冠
水
の
被

害
を
受
け
た
ほ
か
、
膨
大
な
量
の
こ
み
が

海
岸
線
全
域
に
漂
着
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
み
の
撤
去
・
回
収
に
は
建
設
業

協
議
会
、
港
湾
・
漁
協
関
係
者
、
清
掃
業

者
、
各
種
団
体
、
企
業
、
事
業
所
、
小
中

高
の
児
童
生
徒
を
は
じ
め
多
く
の
町
民
の

皆
様
や
町
外
か
ら
の
方
々
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
こ
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
大
雨
災
害
で
は
、
町
は
い
ち

早
く
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
気
象

情
報
の
収
集
や
河
川
水
位
の
把
握
・
監

視
、
危
険
箇
所
の
巡
回
、
警
戒
の
呼
び

か
け
、
土
の
う
づ
く
り
や
危
険
箇
所
へ

の
土
の
う
積
み
な
ど
万
一
に
備
え
た
ほ

か
、
住
民
同
士
の
連
携
や
協
力
体
制
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

那
珂
川
沿
岸
地
域
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
今
回
の
災
害
を
踏
ま
え
、

町
で
は
、
那
珂
川
及
び
涸
沼
川
の
無
堤

部
の
改
修
、
治
水
対
策
を
国
及
び
県
に

要
望
し
た
ほ
か
、
那
珂
川
上
流
か
ら
の

膨
大
な
量
の
漂
着
ご
み
の
処
理
経
費
の

財
政
支
援
を
国
及
び
県
に
要
望
し
て
い

ま
す
。 l-

►

増
水
し
た
涸
沼
川
を
見
守
る
小
谷
町
長
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栃
木
嗅
北
部
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
で

那
珂
川
が
増
水
。
28
日
午
後
2
時
に
は

那
珂
川
水
府
橋
の
水
位
が

8
m
4
3
c
m
を

記
録
。
午
後
6
時
に
は
涸
沼
川
平
戸
橋

の
水
位
が
警
戒
水
位
の

2
m
を
超
え
2

m27cm
を
記
録
し
た
。
大
洗
海
岸
な
ど

に
牛
3
頭
が
漂
着
し
た
。

8
/
2
8金

8
/
3
0⑲
 

8
/
2
9士

増水し今にも氾濫しそうな涸沼川（大百橋）．

水
府
橋
の
水
位
は
、
い
っ
た
ん
3
m

9
9
C
m
、
平
戸
橋
の
水
位
も

l
m
0
5
c
m
ま

で
下
が
る
。

海
岸
へ
の
こ
み
の
漂
着
が
は
じ
ま

り
、
大
洗
港
内

一
面
に
こ
み
が
浮
遊
゜

早
朝
か
ら
港
湾
、
漁
協
関
係
者
が
港

内
の
ご
み
の
撤
去
作
業
を
行
う
。

那
珂
川
の
水
位
が
再
び
上
昇
、
午
後

8
時
30
分
に
は
水
府
橋
で

8
m
2
0
c
m
、

午
後
1
0
時
30
分
に
は
、
平
戸
橋
で
2
m

35cm
を
記
録
。

午
後
5
時
、
掘
割
、
向
谷
原
、
松
川

地
区
に
避
難
場
所
を
用
意
す
る
。
大
貫

地
区
の
一
家
族
、
道
下
集
会
所
に
自
主

避
難
。

流
木
や
ヨ
シ
、
冷
蔵
庫
、
タ
イ
ヤ
な

ど
色
々
な
物
が
大
置
に
海
岸
線
全
域
に

漂
着
。
建
設
業
協
議
会
の
協
力
で
重
機

を
使
い
ご
み
の
撤
去
作
業
を
行
う
。

こ
の
間
、
回
収
し
た
こ
み
の
量
は
、

1
0
ト
ン
車
1
、
1
3
9
台、

4
ト
ン
車

33
台、

2
ト
ン
車
5
台
。
延
ベ
ー
、

1

7
7
台
、
総
重
呈
1
1
、
5
3
2
ト
ン
。

9
/
3季
女
焚

6
⑬
は
除
く

午
前
0
時
、
大
貫
中
区
の
堤
防
が
決

壊
の
お
そ
れ
有
り
、
土
の
う
積
み
の
要

請
。

8
/
3
1囲

｀` 町霞荒I

‘、

大
洗
海
岸
、

平
太
郎
浜
、
サ
ン
ビ
ー

チ
の

3
箇
所
で
大
規
模
な
海
岸
清
掃
を

実
施
。
町
民
の
皆
さ
ん
や
町
外
か
ら
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
4
0
0
0
人
の
方
々

が
参
加
。
浜
辺
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ヨ

シ
や
ビ
ン
‘
缶
な
ど
を
拾
い
集
め
、
元

の
き
れ
い
な
海
岸
を
取
り
戻
し
ま
し

た
。当

日
の
こ
み
の
回
収
量
は
、

2
ト
ン

ト
ラ
ッ
ク
ー
7
0
台
、
総
重
量
3
4
0

ト
ン
。 9

/
1
2士

大
洗
高
校
全
生
徒
に
よ
る
サ
ン
ビ
ー

チ
海
岸
清
掃
を
実
施
。

9
/
1
1金
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▲ 米寿を迎えた大川てふさん（東光台l区）

▼ 小谷l!IJ長から敬老祝金を受けとる「ひぬま苑」の皆さん

▲ 今年の12月で 100歳になる郡司ふくさん（新町 ］のl)

▼ 金婚の平戸龍さん、美津江さんこ夫婦（永町l2区）

ごいつまでもお元気で！！
敬

老

の

日

に

先

立

ち

、

9
月
9日
小

谷

隆

亮

町

長

が

今

年

度

中

に

米

寿

や

金

婚

を

迎

え

る

方

の

代

表

者

や

百

歳

に

な

る

方

の

自

宅

と

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

「

ひ

ぬ

ま

苑

」

を

訪

問

し

ま

し

た

。

訪

問

し

た

の

は

、

百

歳

を

迎

え

る

郡

司

ふ

く

さ

ん

宅

な

ど

4
件
。

郡

司

さ

ん

宅

で

は

、

小

谷

町

長

か

ら

褒

状

や

記

念

品

が

贈

nれ
、

緊

張

気

味

だ

っ

た

郡

司

さ

ん

も

顔

を

ほ

こ

ろ

ば

し

喜

び

を

表

し

て

い

ま

し

た

。

郡

司

さ

ん

の

健

康

の

秘

け

つ

は

、

「

好

き

嫌

い

な

く

食

べ

、

で

き

る

だ

け

歩

く

よ

う

に

し

て

、

身

の

回

り

の

こ

と

は

自

分

で

す

る

。
」

こ

と

だ

そ

う

で

す

。

小

谷

町

長

の

「

健

康

福

祉

セ

ン

タ

ー

の

温

泉

に

入

り

に

来

て

下

さ

い

」

と

の

言

葉

に

う

な

す

き

な

が

ら

固

い

握

手

を

交

わ

し

ま

し

た

。

ま

た

、

ひ

ぬ

ま

苑

で

は

、

80歳
以

上

の

26名
の

方

に

小

谷

町

長

か

ら

一

人

一

人

に

敬

老

の

祝

金

が

手

渡

さ

れ

、

皆

さ

ん

の

喜

び

も

ひ

と

し

お

で

し

た

。
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粛
怠！

西
番付 町区 氏名 年怜 番付 町区 氏名 紺t

横 綱 松川第二 名埼 ざ く ICCでの 横 綱ひぬま苑 高梯ヤス ググ

張出横綱 新町1-1 絆，司ふく りり

i[ 
張出横綱 2TH3 I筍根 しよ りり

大 l閑 松川報OO 米111 よう り8 大 l}1蔵iiiil 珪 捻津 りd

張出大OO船渡2-3 大内 しよ り¢ 張出大1月角ー2-2 安よ l りd

IMJ脇 永町4 飛Ia みし りd ,~)!{l 祝町2-2 村れ； U,ろ 1d 

張1.Lil関脇 川口 井上 はつ りJ
し＼

張ll収lllり中宿2 荻ほはる りJ

張ll渫l脇 ひぬま苑 市毛 ひ1 1J 手 張出l関）!{i中宿 米111 しよ りJ

小粘 IT目1＿下 小福ざよ り千 小 希’i下宿 米11| f青含 りチ

張出小結 北ti'i水2 石18カメノ り4； 張：J1小結 汐見ケ丘 海老沃 ヨシ り4

張tli小結 新町9-1 石川 つ ね り4 張出小ぷ'i蔵iiijl 水越み ざを 43 

前 頭 下宿 米／1| みつ り3 前頭 新llIT8 土I0 みつ り3

同 ひぬま苑 榎原 令 り3 10 同 祝llIT4 山戸 しよ り3

同 ITHl＿下 図根みつ り3g 同 ひぬま苑 使体かつ 13 

同 角ー2-2 清水 皇使 り3 同 寺釜3 稔本はな 13 

同 新町12 小 i~ l:tる り3 同 2T目3 肉根みよ 13 

同 永町6 伊 森すい り2

大
同 蔵iiij3 ,f}山 勇之助 り2

同 矢場 米1q (;1ざ 12 同 永 llI•[7 照山ナ ッ り2

同 舟渡2-1 小粁瀬美知 り2

洗
同 髭釜11-1 加森 清 '72 

同 新llII9-l 栢谷 ノフゞ り2 同 大谷川 佐休 みす り2

同 永町］5-2 紺3 すゞ り2 同 2Tl12 中山勝之助 り2

同 永111n2 安斎みよ り2長 同 lリIh| I I l I [ 1 0 1カ埜 しよ り2

同 髭毬11-1 る地 ヒサ り2 圃 北訥水2 鈴木 美~代含 りf

同 永lllf7 板本 1つ りf寿 栢I 寺釜11 ,/ヽ粁瀬1:rな りf

同 ひぬま苑 含111 すと tJ f 同 松川中部 泉俣 さん tJ f 

同 祝IIITI 拉淵 使 りf番 同 祝IIIT3 1fJ山か： りf

同 蔵前3 18山 Jゆ グ1’ 同 叫神lII[8-3小i公丼みさ りf

同 新町2-1 111埼しよ り1付 同 新IIIT7-2 戸知 清 りf

同 上宿 大 オヤ免 り1 同 下rii 小粁瀬なっ t'/f 

同 新町3-1 荒Il| しよ りf 同 永11l[5 飛I8 l 1 1 りf

同 上硲 森ほ よさ りf 同 2丁Hl→l杵山 Ul 1 t/f 

同 金沢lllf4 坂 本せい り1 同 」濯i3 和1a じく りC

同 下花i 清ヽ含 ざた り0 同 金沢IIlfl 危あ すへ りC

同 1VJPl'lllf8-l お稿茶含 tJc 同 永IIIT5 才家亀各代 りC

同 永町5 大iiざ子 1c 同 荒谷 肉 さみ 1c 

同 新町12 海老澤 1ぃ りC 同 J::宿3 し0山三之介 りc

同 通町2 鈴木 虎次 り0

乎成勧
IFrl 蔵iiijl 佐森 /;fつ りC

同 束光台3 佐贔青次祁 り0 同 明神lI「f9 佐体皇含 りC

同 寺釜10 伊森 4．り含 りc10進 伺 上宿3 武石 しよ りC

lilJ 永町16-1 雨澤 Itつ りc年元 同 永町13 井11| ナカ tJc 

同 川口 井上恒好 りc
， 

同 松川共励 小粁瀬クカ t/C 
月

同 桜道7 高倉アサ 1c 25大 同 角ー2-1 , lヽffiti1.l. < りC

同 寺釜2 鈴ネ嘉子 グC日洗 同 古宿 In17 よ1 4c 

同 永町10 逹条 じさ りc塁町 同 新IIIT4 仮あ 正一 り6

同 永IIIJ2 泉稿輿兵街 りc 同 北清水l 米11| すゑ りc

►

町
内
最
高
齢
の
岩
崎
さ
く
さ
ん
（
松

川
第
2

)

も
元
気
に
出
席

去
る
9
月
15
日
（
敬
老
の
日
）
、
大

洗
文
化
セ
ン
タ
|
で
恒
例
の
敬
老
会
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
め
で
た
＜
敬
老
の
日
を
迎
え
ら

れ
た
の
は
、
最
高
長
寿
者
の
岩
崎
さ
く

さ
ん

(
l
0
0
歳
）
を
は
じ
め
7
0
歳
以

上
の
2
、
7
1
5
人
（
男

：ー、

0
3
3

人

・

女

;
_
、
6
8
2
人
）
で
す
。

小
谷
町
長
よ
り
長
寿
の
皆
さ
ん
へ
の

祝
福
の
言
葉
に
始
ま
り
、
引
き
続
き
記

念
品
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
高
齢

者
の
岩
崎
さ
く
さ
ん
に
続
い
て
、
「
米

寿
」
を
代
表
し
鈴
木
百
合
枝
さ
ん
が
、

ま
た
「
金
婚
」
を
代
表
し
、
川
崎
寅

．

た
ま
さ
ん
夫
妻
が
壇
上
に
上
が
り
、
町

長
か
ら
褒
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
新
町
有
志
に
よ
る
祭

り
囃
子
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
す
ば
ら

し
い
踊
り
で
会
場
を
沸
せ
ま
し
た
。

続
い
て
、
高
年
者
ク
ラ
ブ
会
員
8
組

の
皆
さ
ん
に
よ
る
敬
老
芸
能
発
表
で

は
、
自
慢
の
芸
を
存
分
に
披
露
、
会
場

か
ら
声
援
が
と
ん
で
い
ま
し
た
。

大
ト
リ
は
漫
談
の
松
鶴
家
千
と
せ
さ

ん
が
登
場
。
そ
の
す
ば
ら
し
い
話
術
と

歌
に
会
場
は
笑
い
と
拍
手
に
包
ま
れ
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
敬
老
会
と

な
り
ま
し
た
。

►

「
祭
囃
子
」
を
披
露
す
る
新
町
の
子

ど
も
た
ち

敬
老
の
日
芋
や
か
に
艮
力
を
況
う

（
 

ヽ
＼

ーネ
寿
お
め
で
と
う
一

関

根

ふ

み

明
神
町
3
の
上

関

根

た

ま

明
神
町
5
区

関

根

わ

く

明
神
町
7
区

荻
沼
彦
兵
衛
明
神
町
9
区

大
川
て
ふ
東
光
台
ー
区

山
田
福

一
郎

東
光
台
2
区

高
栢

忠

衛

東
光
台
3
区

洵
老
沢
し
ん
ー
丁
目
ー
の
下

山

口

き

み

2

丁

目
4
区

中
山

た

け

仲
町
4
区

斎
藤
ア
サ
コ

金
沢
町
ー
区

皆

藤

か

ね

金

沢
町
2
区

松

本

脱

輔

通
町
2
区

川
又
園
子
新
町
2
の
ー

茂

木

久

に

新

町

5
の
ー

栗
原
秀
男
新
町
6
の
ー

植
木
タ
マ
ノ
祝
町
7
区

小
泉

ふ

く

永

町

ー

区

飛

田

な

を

永

町

2
区

高
橋
は
つ
永
町
4
区

武
藤

よ
し

永
町
5
区

市

毛

な

つ

永

町
10
区

稲
菓

勇

永

町

14
区

棺
山
み
ヤ
り

永

町
15
の
ー

飛

田

み

の

髭
釜
町
4
区

吉
本

ト
ヨ

髭
釜
町
8
区

谷

中

熱

桜

道

7

区

小
沼

消
治

寺
釜
9
区

佐
久
間
ち
よ

寺
釜
11
区

磯
鮒

一
郎

蔵
前
ー
区

山

中

き

み

蔵
前
ー
区

小

林

花

子

蔵
前
2
区

杉

山

み

よ

中

宿
ー
区

関
根
吉
蔵
北
清
水
ー
区

関
根
ま
さ
北
清
水
ー
区

鈴
木
百
合
枝
北
清
水
2
区

太

田

や

す

角

一

2

の

2

望

月

と

よ

角

一
2
の
2

和

田

サ

ダ

角

一
3
の
ー

杉

浦

た

か

前
原
3
区

大
貫

よ
し

川
口

杉

山

よ

て

古

宿

亀

山

義

継

中

宿

稲
野
追
は
ま

ひ
ぬ
ま
苑

大
和
田
志
ん
ひ
ぬ
ま
苑
（
敬
称
略
）

(5) 広報おおあらい '98.10.5 



痴 饂l:r9っ9:5『書人偶饂』
70歳以上（一定の障害をもつ人は65歳以上）になると「老人保健」という制

度でお医者さんにかかることになります。

■対象はいつから
70歳の誕生日の属する月の翌月からになります。た

だし月の初日が誕生日の人はその月からになります。（例

6月1日が誕生日→6月から対象）

対象となられた方には、役場保健課から前もって通知

いたしますので、印鑑、保険証、適知書を持参して手続

をして下さい。「医療受給者証」と「健康手帳」が交付

されます。

： 
．． 

・トヒッワス．． 

■こんな場合に医療費の払戻し

◇治療のため、 コルセットなどの補装具を医師が必要

と認め購入した場合

◇医師の指示により、患者を移送した場合

このような場合は、本人が医療費を一時立て替え払をし、

後で町に申請して下さい。

■病院等にかかるとき
お医者さんにかかるときは、「医療受給者証と健康手帳、

保険証」を提示下さい。又、窓口での支払う一部負担

金は次のようになっています。

◇適院 500円／回（同じ医療機関において lヶ月4

回まで）

◇入院 1,100円／日

760円（一般）

◇外来の薬剤

内服薬（ 1日分）

l種類 0円

2~3種類 30円

4~5種類 60円

6種類以上 100円

入院時の食事代l日につき

外用薬（ l調剤分）

l種類 0円

2種類 100円

3種類以上 150円

■こんな時届出を

◇保険証が変更になったときや、住所が変わったとき、

死亡したとき

◇交通事故にあって老人保健で治療を受けるとき

増え続ける医療費

＊医療費は医療技術の進歩などに伴い年々増加しています。

一人ひとりが健康づくりに心がけ、大切な医療費を有効に

利用するためにも、町で行っている集団検診など積極的に

受診され「早期発見早期治療」に心がけましょう。

q / , •. 

....ユーカリの里
，，，． 

゜

▲ひぬま苑

民
生
委
員
婦
人
部

ユ
ー
カ
リ
の
里
・
ひ
ぬ
ま
苑
の
方
々
と

善
意
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

毎
月
第
2
木
曜
日
、
旭
村
に
あ
る
福

祉
施
設
ユ
ー
カ
リ
の
里
に
民
生
委
員
婦

人
部
（
代
表
関
根
歌
子
さ
ん
）
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
平
成

7
年
か
ら
始
ま
り
、

今
年
で
4
年
目
を
迎
え
、
書
道
や
陶
芸

等
の
ク
ラ
ブ
活
動
か
ら
裁
縫
、
そ
う
じ

な
ど
の
身
の
周
り
の
こ
と
ま
で
障
害
者

と

一
緒
に
な
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

施
設
の
皆
さ
ん
も
心
待
ち
に
し
て
い

る
様
子
で
、
小
沼
子
仙
先
生
の
指
導
に

よ
る
書
道
で
は
、
レ
ベ
ル
や
個
性
に
合

わ
せ
た
指
導
で
、
平
成
9
年
に
は
凛
知

事
賞
銀
賞
を
受
け
る
な
ど
、
皆
さ
ん
楽

し
み
な
が
ら
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

施
設
職
員
に
よ
る
と
「
そ
う
じ
な
ど

の
身
の
周
り
の
こ
と
を
通
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
表
情
が
明
る
く
な
っ

た
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
月
第
4
金
曜
日
に
は
、
ひ

ぬ
ま
苑
を
訪
れ
、
お
年
寄
り
の
サ
ー
ク

ル
活
動
（
折
り
紙
細
工
や
絵
画
な
ど
の

工
芸
）
に
参
加
し
、
そ
の
作
品
は
町
の

芸
術
文
化
祭
に
も
出
品
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
活
動
を
と
お
し
て
、
善

意
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

'98.10.5 広報おおあらい (6) 
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去る9月12日土曜日、早朝から大洗海岸、平太郎浜、

サンビーチ海岸に続々と人々の波が押し寄せてきた。

その数はなんと約4000名にものぽり、人々の熱気と

歓声が広い砂浜を埋め尽くし楔き合う。その光景に感

動を覚えたのである。

災害に伴う膨大な海岸漂着こみの撒去 ・回収には、

港湾、漁協関係者や建設業協議会のご協力をいただき、

他の市町村にさきがけて取り組んできたところです。

しかし、重機による回収だけでは、細かなごみまで

は取りきれす、海岸清掃のご協力を呼びかけましたところ、町内の

各種団体、企業、事業所、小中高の児童生徒など多くの町民の皆様

や町外の企業、団体、個人でのボランティアによるこ＂参加をいただ

き誠にありがとうこざいました。

我が町の美しい海岸を愛する多くの町民の皆様などの熱心な清掃

作業により、約l0kmにもおよぶ海岸線は、今までのきれいな姿を取

り戻すことが出来たのです。

今回の災害ごみの回収には、多くの町民の皆様が目的を一つに し

てこ協力いただいたことは、まさに行政と町民の「協働」作業であ

ります。

こうした取り組みは、活力あるまちづくりの力であり、

ない感動と喜びを感じているところです。

大
洗
町
長

小
谷
険
兌

4
0
0
0
名
に
よ
る
海
岸
清
掃
に
感
動

このうえ

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
事
故
に
備
え
た
海

難
救
助
訓
練
が
9
月
14
日

（月
）
、
那

珂
湊
海
上
保
安
部
と
大
洗
港
入
出
港
安

全
対
策
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
大
洗
港

第
3
埠
頭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
の
訓
練
に

は
、
町
消
防
本
部
｀
ブ
ル
ー
ハ
イ
ウ
ェ

イ
ラ
イ
ン
な
ど
各
関
係
機
関
約
1
0
0

名
が
参
加
。

「
さ
ん
ふ
ら
あ
っ
く
ば
」
の
船
内
か

ら
火
災
が
発
生
！
と
い
う
想
定
で
訓
練

が
行
わ
れ
、
海
中
転
落
者
救
助
の
ほ
か
、

消
防
本
部
に
よ
る
負
傷
者
の
応
急
手
当

や
緊
急
時
の
応
対
方
法
な
ど
を
行
い
、

参
加
者
全
員
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
に

約
1
時
間
に
わ
た
り
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
訓
練
が
、
い
ざ
と
い
う

と
き
の
救
助
活
動
に
役
立
つ
こ
と
で
し

ょ
う
。

。
万
が
＿
に
も
備
え
は
万
全

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
海
難
救
助
訓
練
を
実
施

（
 

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

総
務
庁
茨
城
行
政
監
察
事
務
所
や
行

政
相
談
委
員
は
、
登
記

・
税
金

・
国
有

地
・
道
路
・
年
金
・
労
災
保
険
な
ど
国

の
役
所
や
特
殊
法
人
(
J
R
.
N
T

T
・
公
庫
・
公
団
な
ど
）
、
県

・
市
町

村
が
国
か
ら
委
任
や
補
助
金
を
受
け
て

い
る
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
要
望
を

受
け
付
け
て
、
そ
の
解
決
を
促
進
す
る

「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
制
度
を
皆
さ
ん
に

一

層
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
利
用
を

． 

図
る
た
め
、
総
務
庁
で
は
毎
年
10
月
に

「
行
政
相
談
週
間
」
を
設
け
、
各
種
の

行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
行
政
相
談
委
員
が
次
の
と

お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で

お
気
軽
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
／
10
月
22
日
（
木
）

10
時
1
15
時

場
所
／
役
場
3
階
会
議
室

問
合
せ
／
役
場
町
長
公
室

（
内
線
2
7
4
)

こ存じですか？官『者囮幾昔財多且云
首都機能移転 （国会等の移転）とは、国会 ・行政 ・司法の三権

の中枢機能を東京圏以外の地域に移すことをいいます。

首都機能の移転は、わが国の災害対応力の強化、東京一極集中

の是正だけでなく、来るべき21世紀のわが国を、豊かで活力に

あふれた新たな発展へと導くための極めて重要な課題です。

現在、喋、県議会、茨城凛首都機能移転促進協議会、茨城中北

部地域首都機能誘致推進協議会が中心となり、「茨城中北部地域」

への首都機能の誘致を推進しています。

「茨城中北部地域」は、地震などの大規模災害が少なく、東京

との連携が確保できる距離にあり、自然の地形を著しく変更せす

に環境にやさしい新都市の建設が可能であるなど、首都機能の移

転先として、極めて優れた条件を有しています。

茨城嗅に首都機能が移転すると、生活環境の充実、文化水準の

向上、 社会資本の整備、経済の活性化など、幅広い分野で大きな

効果が見込め、県の一層の発展につながるものと期待されます。

首都機能誘致について、皆さんのこ理解とこ協力をお願いしま

す。こ意見のある方は次のところまでお寄せください。

ご意見・問合せ／県計画調整課首都機能誘致推進室

（合 226-9390)

＼ヽ
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万
霊
を
の
せ
て
燈
籍
川
下
る

（
評
）
燈
籠
流
し

蔵

前

田

山

佳
風

秋
出
水
四
百
頭
の
牛
流
れ

（
評
）
大
洪
水
の
す
さ
ま
じ
さ
。

髭

釜

稲

田

冨
穂

暗
闇
と
云
う
も
色
あ
り
端
居
か
な

（
評
）
縁
側
で
夕
涼
み
し
な
が
ら
見
つ

め
た
庭
の

一
隅
の
く
ら
や
み
。

今
し
仔
つ
特
攻
基
地
の
秋
の
草

（
評
）
春
草
で
な
く
、
夏
草
で
も
な
い
、

千
草
、
色
草
と
も
言
は
れ
る
秋
草
の
可

憐
さ
が
、
往
時
の
少
年
兵
の
イ
メ
ー
ジ

と
重
な
る
の
だ
。

桜

道

真

田

静

子

は

パ
ラ
ソ
ル
を
差
し
か
け
老
い
の
歩
に
合

は
す

（
評
）
老
人
を
い
た
わ
る
心
情

こ
ろ
こ
ろ
と
朝
の
坂
道
落
し
文

（
評
）
虫
が
巻
き
込
ん
で
箇
状
に
な
っ

た
木
の
葉
を
落
し
文
と
言
う
。
こ
の
虫

の
名
も
お
と
し
ぶ
み
。

嫌
壇

．． ． ． 

新

町

酒

井

な
っ
ば
ら
へ

＿
切
れ
の
雲
浮
か
び
を
り
夏
祓

（
評
）
六
月
の
晦
日
、
夏
の
み
そ
ぎ
の

空
に
浮
く
一
片
の
白
雲
。

だ
し
ぬ
け
に
緋
鯉
走
り
て
雲
揺
ら
し

風
紋
に
夕
影
濃
ゆ
し
実
玖
塊

（
評
）
砂
丘
の
夕
暮

省

選
者
吟

病
窓
の
朝
雨
の
音
に
覚
む
る
秋

桜
道

上
野

君

枝

し

ゃ

ら

病
院
の
茶
房
の
午
後
や
沙
羅
の
花

祝

町

今

川

う

め

頭
垂
れ
眺
め
る
農
夫
稲
穂
か
な

祝

町

今

川

晟

襲

金

川

崎

京

子

束
の
間
の
晴
間
賑
わ
せ
蝉
時
雨

風
紋
の
ま
だ
あ
た
た
か
き
夕
t
亡

野
の
闇
に
虫
の
音
色
を
聴
き
分
く
る

新

町

加

藤

新
涼
と
思
ふ
タ
ベ
の
風
と
な
る

（
評
）
今
年
の
秋
は
早
か
っ
た

髭

釜

清

水

拡

一
朗

端
居
し
て
浴
後
の
語
り
い
つ
ま
で
も

宗

明

神

町

小

松

崎

美

代

妹
の
墓
に
秋
蝶
き
て
遊
ぶ

打
水
を
し
て
始
ま
り
ぬ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

（
評
）
水
を
撒
い
て
地
面
の
熱
気
を
払

っ
て
か
ら

永

町

浅

見

―二
千
子

赤
と
ん
ぽ
風
に
逆
ら
ひ
つ
つ
止
ま
る

夏

海

大

貫

千
代
子

歓
声
の
＿
つ
に
な
り
し
揚
花
火

（
評
）
ど
っ
と
揚
が
っ
た
見
物
人
の
歓

声

金

沢

猿

田

俊

子

天
の
川
写
し
て
露
天
風
呂
し
づ
か

新

町

岸

和

田

和

子

立
話
し
て
ゐ
る
路
地
の
風
は
秋

●
使
森
亀
泉
進

な
の
ひ
ろ

新

町

小

松

崎

十

吉

会
繹
し
て
お
隣
同
志
塞
参
り

（
評
）
お
盆
の
墓
地
の
賑
わ
い

そ

ひじり保育園 せきね たくやくん (5歳）

． 
疇・・ひしり保育園 いしざき りさちゃん (6歳）

ほく――
.0
足
し
の

｀ さ、
ー、
l

角
グ
つ
乙
ギ
マ
ラ
リ
ー

ひじり保育園

ひじり保育園

むなかた

かもがわ

さやちゃん (5歳）

たつやくん (5歳）

'98.70.5 広報おおあらい (8) 



「ひまわり 」 ｀ 
追ムrぷ正

Fll 1/125 

檜山有作

〔評〕中判カメラの描写力で、ひまわ りJ:IIIの広

さが良く 表現できてい ます。

55mm 

「蓮」 1/125 

鈴木茂治

〔評〕望遠 レンズに よるバ ックのボケで、花が

強調されてい ます。花びらの質感も良く出て

いま す。

200mm F5.6 

フ
ォ
ト
P
H
O
T
D

[講
評
]
萩

谷

茂

十
月
は
秋
晴
れ
の
日
が
多
く
、
夜

の
温
度
が
下
が
り
昼
夜
の
温
度
差
が

大
き
く
な
り
ま
す
。
花
々
は
よ
り
美

し
く
色
鮮
や
か
に
見
え
て
き
ま
す
。

こ
の
時
期
の
代
表
的
な
花
と
し
て
、

秋
菊
、
ケ
イ
ト
ウ
、
コ
ス
モ
ス
、
ダ

リ
ア
、
秋
バ
ラ
、
マ
リ
ー
コ
ー
ル
ド

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

野
山
で
は
紅
葉
が
始
ま
り
、
リ
ン

ド
ウ
も
色
を
添
え
て
秋
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。
各
地
で
菊
ま
つ
り
、

コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
な
ど
も
催
さ
れ
ま

す
。
群
生
し
て
い
る
花
は
見
事
な
も

の
で
す
。
足
を
運
ん
で
堪
能
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

今
月
は
冬
か
ら
春
に
か
け
て
楽
し

む
花
苗
（
パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ
ラ
、
葉

ボ
タ
ン
、
キ
ン
セ
ン
カ
な
ど
）
、
秋

植
歪
球
根
の
植
ざ
込
み
適
期
を
迎
え

ま
す
。
ど
う
し
て
も
今
月
に
花
苗
を

植
え
替
え
で
き
な
い
場
合
で
も
十
一

月
中
旬
ま
で
に
は
植
え
替
え
を
済
ま

季
節
の花

だ
よ
り

Q
 

（
大
貫
寛
昭
記
）

ー
町
緑
化
推
進
協
議
会
ー

せ
ま
し
ょ
う
。
冬
の
寒
さ
や
霜
柱
に

よ
っ
て
根
が
充
分
張
れ
な
い
で
枯
れ

る
原
因
に
な
り
ま
す
。
宿
根
草
も
株

分
け
、
植
歪
替
え
時
期
で
す
。
ま
た
、

今
秋
咲
き
終
え
た
ジ
ニ
ア
（
百
日

草
）
、
コ
ス
モ
ス
、
ケ
イ
ト
ウ
な
ど

は
種
子
を
と
っ
て
お
い
て
、
来
春
四

月

1
五
月
に
種
ま
き
を
し
ま
し
ょ

う
。

秋
植
五
球
根
の
種
類
と
植
え
方

を
教
え
て
下
さ
い
。

A

秋
植
歪
球
根
に
は
、
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
、
ユ
リ
、
ス
イ
セ
ン
、
ス
ノ
ー

ド
ロ

ッ
プ
、
ア
イ
リ
ス
、
ヒ
ヤ
シ
ン

ス
、
ク
ロ

ッ
カ
ス
、
ア
リ
ウ
ム
、
ア

マ
リ
リ
ス
、
ム
ス
カ
リ
、
シ
ラ
ー
、

オ
ー
ニ
ソ
ガ
ラ
ム
、
フ
リ
テ
ィ
ラ
リ

ア
、
イ
キ
シ
ア
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

植
え
る
と
き
は
日
当
た
り
の
良
い

場
所
を
選
び
、
土
を
2
0
1
3
0
c
m
掘
り

お
こ
し
て
水
は
け
の
良
い
状
態
に
し

ま
す
。
元
肥
に
堆
肥
、
化
成
肥
料
を

混
ぜ
て
1
0
1
1
5
c
m
間
隔
に
、
深
さ
10

em位
に
植
そ
込
み
ま
す
。
な
お
、
乾

燥
し
な
い
よ
う
に
土
を
か
け
た
上
に

落
葉
や
敷
き
わ
ら
を
す
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。
鉢
や
プ
ラ
ン
タ
ー
を
使
う

場
合
は
日
当
た
り
の
良
い
場
所
に
置

き
ま
す
。
小
球
根
は
や
や
浅
く
、
数

を
多
め
に
植
え
て
下
さ
い
。

(9) 広報おおあらい '98.10.5 



（
 

海の楽しさ、
怖さを知る

◄

波
に
ノ
リ
ノ
リ

気
分
も
ノ
リ
ノ
リ

ヽ`l

9月5日、夏海小学校全校生徒がサンビーチに集合、「海となか

よし」をテーマにライフセービングを体験しました。

これは、近年子どもたちの海離れを心配した学校と地域が連携

し、ボランティア活動を展開するライフセーバーの協力により実

現しました。

当日は、各地元に戻っていたライフセーバーたち30名が駆け

つけ海賊に変身、子どもたちの指迎にあたり、はじめは、緊張し

ていた子どもたちも巧みな指尊に元気はつらっ、 8班4グルーフ

に分かれて海のカヌー 「シーカヤック」やダッシュで旗を奪い合

う「ビーチフラッグ」体で波に乗る「ボディサーフィン」を楽し

んだり、救急救命法の実習を行ないました。

子どもたちは、楽しさの中にも海の厳しさを知り、大洗っ子と

して、たくましく成長したことと思います。

▲ 「安全運転でお願いします」と呼びかける小谷町長と参加した皆さん

了

海

小

ラ

917セ
ー
ビ
：
ク
芹
屑
]

畜

9
g
息
憎
塁
言
召
塵
警
烹
嬰
魯
魯
｀
雙
も
亨

0
ラ
イ
ブ
亡
ー
ビ
ン
”

[

g

ば

さ

ん

へ

悠

◎

細
》

こ
ん
に
ぢ
ご
覧
気
：
す
か
゜
脅
音

晒

は

、

と

て

も

お

ビ

わ

に

ロ

リ

庄

し

た

卿

蕊
い
ぢ
ば
ん
塁
パ
ー
，
亨
二
が
桑
し
冗
尺
で

1
ば禽

ロ
、
い
ぢ
ゅ
ん
「
）
わ
か
r店
員

｀

ノ

ー

カ

九

ク

で

主

』

い
弓
ぃ
：
お
し
え
て
い
尺
ビ
き
お
リ
り
立
、
さ
い

疇

参』
い
い
’
屠
書
汀

□詞
い
↑
に

みんなて注意
みんなガ在全

秋の全国交通安全運動が9月20日の交通安全出

陣式•町内車両パレー ドを皮切りに9月 21 日から

30日まで、町内の2箇所の主要交差点で実施され

ました。

シートベルト着用の街頭キャンペーンや子ども

たちの登校時間に合わせた街頭立哨指導など水戸

警察署をはじめ交通安全協会 ・交通安全母の会の

皆さんの参加により交適事故防止を呼びかけまし

た。

町民の皆さん、 一人ひとりが交通）レールを守り

安全運転を心がけましょう。

'98.l 0.5 広報おおあらい (l 0) 



▲手づくりマイク「只今、マイクのテスト中」

努力で磨く心•技•体
8月9日、常北町で城北ふるさと少年剣道大会が開催され、

大洗町からは体協剣道部が出場しました。

大洗町体協剣道部チームは、日頃の練習の成果を発揮し、

小学生低学年の部団体戦で14チーム中、見事準優勝に輝き

ました。

先鋒渡辺洸二郎（磯浜小4年）

次鋒渡辺剣太郎（磯浜小3年）

中堅 小沼 俊介（磯浜小 4年）

副将神 長 佑哉（大貫小 4年）

大将小松崎大輔（磯浜小 4年）

※剣道に興味のある方は火・木 ・土の午後8時に大洗ー中格

技場に見学においで下さい。（大洗体協剣道部）

(l l) 広報おおあらい '98.10.5 

輝存諜郭闘
8月26日、実験をとおして科学に親しんでもらおう

と第1回サイエンスサマースクールが開催され、町内

の科学に興味のある小学生30名が中央公民館に集合し

ました。

今回は「空気」をテーマに青空実験室、サウンド実

験室、いろどり実験室の3つの体験コースに分かれ、

圧力を利用した小型ロケットやフラスチックコップを

使った手作りマイク、炎や水の実験など 15種類もの実

験が行われました。

参加した子どもたちは、おどろきと新しい発見に目

を輝かせ、科学の世界を楽しんでいました。

▲表情もりりしく、五人の剣土

ち、し9しく食べて、
纏賑づCし）

「健康な生活はバランスのとれた楽しい食事から」

ということで8月21日に中央公民館調理実習室におい

て、家族で料理に親しむファミリークッキングが行わ

れました。

子どもたちは、「お母さん、これどう切るの」「お父

さん、もう焼けたかな」「おばあちゃん、これでいいの」

となれた手つき、ぎこちない手つき様々にオムライス、

ポパイサラダ、フルーツヨーグルト、レモネードの4

品を作りあげました。

試食では「やっぱり自分で作ると一味ちがうね」と

みんな、満足そうでした。



今
年
も
大
洗
町
商
工
産
業
祭
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
町
内
の
商
工
業
者

の
方
た
ち
が
町
民
の
皆
様
の
日
頃
の
ご

愛
顧
に
応
え
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て

開
か
れ
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、
豪
華

客
船
「
飛
鳥
」
の
入
港
歓
迎
に
合
わ
せ

l
月
1
日
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
お

誘
い
合
せ
の
上
お
出
か
け
下
さ
い
。

日
時
／
1
月
ー
日
（
日
）

午
前
1
0
時
1
午
後
3
時

場
所
／
大
洗
港
第
4
埠
頭
イ
ベ
ン
ト

＼
ー
ス

）
 

第
2
3
回
大
洗
町
商
工
産
業
祭

（
 

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
高
齢
者

(

6

5

歳
以
上
）
の
日
常
生
活
上
の
負
担

を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め
、
福
祉
に

理
解
と
情
熱
を
も
っ
た
地
域
の
人
々
の

協
力
に
よ
り
行
な
う
会
員
登
録
制
の
有

料
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
協
力
会

員
（
登
録
制
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

協
力
会
員
と
は

◎
利
用
会
員
（
高
齢
者
）
に
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
（
掃
除
、
洗
濯
、
買
い
物
、
外

出
介
助
、
留
守
番
、
話
し
相
手
等
）

◎
介
助
に
見
合
っ
た
奉
仕
料
（
券
）

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

(

1

時
間
単
位
／
5
0
0
円）

問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会

（
内
線
ー
6
ー
）

「
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

催
物
／
●
各
種
飲
食
コ
ー
ナ
ー

●
模
擬
上
棟
式
●
各
種
バ
ザ
ー

●
地
元
物
産
販
売

●
商
店
会
抽
選
会
コ
ー
ナ
ー

●
米
消
費
拡
大
事
業

●
原
子
力
事
業
所
展
示
コ
ー
ナ
ー

●
こ
ど
も
イ
ベ
ン
ト
・
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
他

問
合
せ
／
大
洗
町
商
工
産
業
祭
実
行
委

員
会
（
大
洗
町
商
工
会
内
）

6

(
2
6
6
)
ー

7
l
l

漁
業
セ
ン
サ
ス

実
施
の
お
知
ら
せ

国
内
外
の
名
車
約

l
o
o台
が
東
京

を
出
発
後
、
裏
磐
梯
、
日
光
、
茂
木
を

経
て
大
洗
町
に
や
っ
て
き
ま
す
。

古
き
良
き
名
車
を
見
に
来
ま
せ
ん
か
。

日

時

／
1
0
月
2
1
日
（
水
）

場

所

／
大
洗
港
第
4
埠
頭

ス
タ
ー
ト
／
8
時
3
0
分
（
箱
根
に
向
け

て
全
車
両
が
ス
タ
ー
ト）

◎
当
日
は
大
洗
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
を
午
前

7
時
4
5
分
に
ス
タ
ー
ト
。
ウ
オ
ー
ミ
ン

グ
走
行
で
町
内
（
明
神
町

1
金
沢
ー
永

町
1
髭
釜
ー
蔵
前
）
を
通
り
大
洗
港
第

4
埠
頭
に
集
合
し
ま
す
。
（
写
真
撮
影

可

）問
合
せ
／
商
工
観
光
課
（
内
線
3
3
l
)

農
林
水
産
省
で
は
、
本
年
1
月
ー
日
、

「
第
1
0
次
漁
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し

ま
す
。

漁
業
セ
ン
サ
ス
は
、
わ
が
国
の
漁
業

の
実
態
を
明

nか
に
す
る
た
め
最
も
基

礎
的
な
調
査
で
す
。

調
査
員
が
訪
問
し
て
漁
業
経
営
の
状

況
な
ど
を
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
漁
業

関
係
の
皆
様
方
の
こ
理
解
こ
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
／
企
画
課
（
内
線
2
2
4
)

フ
H

ス
タ
ー

l

l

ッ
レ
・
ミ
リ
ア
g
}

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
レ
ー
ス

ラ

‘、
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業
と
し

て
、
レ
オ
ナ
ル
ド

・
デ
ィ
カ
プ
リ
オ
主

演
、
今
世
紀
最
大
の
ヒ
ッ
ト
映
画
「
タ

イ
タ
ニ
ッ
ク
」
が
上
映
さ
れ
ま
す
。

日
時
／
1
0
月
1
8
日
（
日
）

第
一
部
1
0
0
0
1
1
3
2
0

第
二
部
1
4
.
0
0
1
1
7
2
0

場
所
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

料
金
／
大
人

．
子
ど
も

一
律
千
円

（
当
日
券
の
み
で
前
売
り
は
し

て
お
り
ま
せ
ん
）

問
合
せ
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

6

(
2
6
6
)
2
4
4
2
 

「
誰
で
も
で
き
る
軍
司
式
筋
肉
調
整

の
実
技
体
験
ー
」

ス
ポ
ー
ツ
選
手

．
指
導
者
や
健
康
に

感
心
の
あ
る
方
、
こ
の
機
会
に
「
軍
司

式
気
功
＆
筋
肉
調
整
法
」
を
マ
ス
タ
ー

し
ま
し
ょ
う
。
（
入
場
無
料
）

講
師
／
軍
司
清
二
先
生

高
校
野
球
で
は
、
軍
司
氏
の
関
係
校

（
割
缶
水
戸
商
浣
水
短
附
切
茨
城

東
）
が
4
年
連
続
で
甲
子
園
出
場

日
時
／
1
月
2
1
日
（
土
）

午
後
2
時
1
4
時

会
場
／
大
洗
一
中
体
育
館

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

あ
の
話
題
作

l

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
の

映
画
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」
が
ま
ち
づ
く
り
実
技
セ
ミ
ナ
ー

大
洗
で
上
映
さ
れ
ま
す

'98.10.5 広報おおあらい (12) 



水戸地方広域市町村圏協議会

常北町産業文化祭198スダジィ フェア 、；’E9
き／ll月7日 （土）

午前70時～

ところ／コミュニティーセンター常北

内 容／スタンプラリー、サイン会、生涯学習フェスティ

バル、農産物即売、将棋大会他

問合せ／常北町役場産業振興課 合 (288)37 7 7 

と 8日 （日）

うぐいすの里まつり <・D 
き／ll月3日（火）文化の日

午前70時～

ところ／総合野外活動センター

グリーン桂「うぐいすの里」

内 容／牛1頭の丸焼き、ミニ4駆大会、各種イベント

問合せ／桂村役場産業課 fl (289) 22 l l 

と

ごぜんやままつり '98

｀ とき／l]月 14日 （土） ・15日 （日）

ところ／御前山役場｀JA茨城みどり御前山中央支所

内 容／芸能、キャラクターショ ー｀マジックショー、和

太鼓演奏、子とも向け遊具、模擬店、工芸品即売、

特産品販売、文化財・絵画 ・書道作品の展示、農

産物品評会等

問合せ／御前山役場企画課 合 02955(5)2l l l 

全
国
で
毒
物
や
劇
物
を
食
品
に
混
入

す
る
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
に

は

一
人
ひ
と
り
が
十
分
注
意
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

①
置
き
忘
れ
て
い
る
よ
う
な
不
審
な
食

品
は
口
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

②
フ
タ
や
容
器
に
キ
ズ
が
あ
っ
た
り
、

形
が
変
わ
っ
て
い
る
も
の
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

③
味
や
臭
い
が
異
常
な
食
品
は
食
べ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
不
審
な
食
品
を
見
つ
け
た
ら
捨
て
な

い
で
、
す
ぐ
に
最
寄
り
の
交
番

・
駐

在
所
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

会 日 税
理
士
に
よ
る

無
料
税
金
相
談
会

毒
物
混
入
食
品
に
こ
注
意
を

時
／
1
1
月
1
4
日
（
土
）

午
後
1
時
1
3
時
30
分

場
／
水
戸
京
成
百
貨
店

3
階
友
の
会
教
室

内

容

／
税
金
に
関
す
る
身
近
な
相
談

問
合
せ
／
茨
城
県
税
理
士
会

6

(
2
2
l
)
8
7
8
6
 

税
務
課
（
内
線
ー
4
l
)

国
民
年
金
は
老
後
の
生
活
の
経
済
的

安
定
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
他
に
も
病
気
や
ケ
ガ
で
障

害
者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
や

一
家

の
働
き
手
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
に

も
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

基
礎
年
金
の
額
は
、
受
給
者
の
生
活

を
支
え
る
た
め
に
、
日
常
生
活
の
基
本

的
部
分
を
ま
か
な
え
る
水
準
と
さ
れ
て

お
り
、
年
々
、
物
価
の
上
昇
と
と
も
に

改
定
さ
れ
、
今
年
度
も
年
金
額
が
ー

・

8
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は

毎
月
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る
か
ど
う

か
が
問
わ
れ
ま
す
。
年
金
を
受
け
る
た

国
民
年
金
は
「
も
し
も
」

の
と
き
も
支
え
ま
す

■休
館
日

1
0
月
1
2
日
（
月
）
1
9
日
（
月
）

2
6
日
（
月
）
・
1
1
月
1
日

（日）

2
日
（
月
）
．
3
日
（
火
）

．

9
日
（
月
）
・
1
6
日
（
月
）

■貸
出
時
間

午
前
9
時
30
分
＼
午
後
4
時
30
分

■貸
出
期
間

2
週
間
（
l
人
3
冊
ま
で
）

大洗町の国民年金受給状況（平成9年度末）

受給年金種別 受給者数（人） 年金総額（千円）

老齢（基礎）年金等 3,628 1,711,651 

障害（基礎）年金等 193 168,700 

遺族（基礎）年金等 41 15,684 

計 3,862 1,896,035 

め
に
は
き
ち
ん
と
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
か
ら
、
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

10月23日（金） 10月22日（木） 10月21日（水） 習

[薗立'I角
前大日謀霧 舟渡集喬前 前髭釜道謁 丸魚会瞑前旧 大洗駅前 御不動口前

罰爵翌爵 晨固露回 冠爵盃覇 福前西守 二‘習儲 森‘負悶凸色 奈〗固 苫目層 眉眉晶

場

所

午後 午前 午後 午前 午後 午前
時

船泊23 I oo 32 2 I 0 g 日I I I 団II11 I 01 ⑳印1IO I 0 団119 I 0 0 OO .33 3 I 0 .OO."2 2 I .印.印I I I . lll 団IIII I 印ID1ID I 0 • 00 19 I 0 ~ 絹~32 3 I 0~ ~ OO~ 川22 I ~ ~ 冗5I I I [ ~ " I1II 0 I I !li 11II 0 0I ,i oo 9 1I 0 間

今
春
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
の

た
め
、
犬
の
登
録
と
予
防
注
射
を

左
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
予
防

注
射
は
、
生
後
3
ヶ
月
以
上
の
犬

が
、
年
1
回
必
す
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
平
成

7年

度
か
ら
、
登
録
は
飼
い
始
め
た
と

き
や
生
ま
れ
た
と
き
に

1
度
行
え

ば
、
そ
の
犬
に
つ
い
て
生
涯
有
効

と
な
り
ま
す
。

料
金
／
注
射
料
及
び
手
数
料

4
、
0
0
0
円

登
録
料
3
、
0
0
0
円

問
合
せ
／
生
活
環
境
課
（
内
2
4
3
)

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

(13) 広報おおあらい '98.10.5 



茶
会

大
山
社
中

．
岸
根
社
中

・
木
ノ
本
社
中

11
月
1
日
（
日
）
午
前
1
0
時
＼

皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
芸
術
の
秋
を
お
楽

し
み
下
さ
い
。

会
場
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

大
洗
町
中
央
公
民
館

〈展
＿ホ
の
部
〉

11月
1
日

（
日
）
1
3
日
（
文
化
の
日
）

午
前
9
時
＼
午
後
4
時

書
道

．
て
ん
刻
・
絵
画
・
工
業
美
術
・

短
歌

・
詩

・
俳
句

．
い
け
ば
な

〈発
表
の
部
〉

短
歌
会
1
0
月
3
日
（
土
）

午
後
0
時
5
0
分
受
付

俳
句
会
1
0
月
1
1
日
（
日
）

午
前
1
0
時
＼

音
楽
会
1
0
月
2
9
日
（
木
）

午
前
1
0
時
＼

民
謡
新
舞
踊

11月
1
日
（
日
）

午
前
1
0
時
＼

日
本
舞
踊
1
1
月
3
日
（
文
化
の
日
）

午
前
1
0
時
＼

吟
詠
剣
詩
踊
1
1
月
2
2
日
（
日
）

午
前
9
時
3
0
分
＼

合
同
発
表
会
1
1
月
3
日
（
文
化
の

日
）
午
後
1
時
3
0
分
＼

芸
術
文
化
祭

町
民
卓
球
大
会

（
 

川
上
社
中

・
平
戸
社
中
大
網
社
中

1
月
3
日
（
文
化
の
日
）

午
前
1
0
時
＼

〈
そ
の
他
の
催
し
〉

l
月
1
日
（
日
）
1
3
日
（
文
化

の
日
）
午
前
9
時
＼
午
後
4
時

郵
便
コ
ー
ナ
ー

・
食
生
活
改
善
コ

ー
ナ
ー

消
費
生
活
展

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

日
時
／
1
1
月
1
5
日
（
日
）

午
前
8
時
3
0
分
受
付
開
始

場
所
／
町
総
合
運
動
公
園
体
育
館

種
目
／
中
学
生
・
高
校
生

・一

般

（
そ
れ
ぞ
れ
男
女
）

初
心
者
の
部

（
小
学
生
含
男
女
混
合
個
人
戦
）

参
加
料
／
5
0
0
円
（
高
校
生
以
上
）

申
込
締
切
／
1
0
月
3
0
日
（
金
）

持
参
品
／
ラ
ケ
ッ
ト
（
初
心
者
は
貸
し

出
し
可
）
上
ば
き
、
運
動
の

で
き
る
服
装
で

申
込
・
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
（
昼
）

相
談
日
／
1
0
月
1
6
日

・
23日

1
月
6
日

・
13日

場
所
／
商
工
会
館
婦
人
研
修
室

時
間
／
午
後
ー
時
3
0
分
1
3
時

※
第
ー
金
曜
日
の
み
弁
護
士
が
相
談

（
要
予
約
）
相
談
無
料
。

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

（
内
線
ー
6
ー
）

心
配
こ
と
相
談

30
日

日
時
／
1
0
月
2
2
日
（
木
）

午
前
1
0
時

1
午
後
3
時

場
所
／
役
場
3
階
会
議
室

相
談
者
／
弁
護
土
（
弁
護
土
は
午
前
中

の
み
）
、
人
権
擁
護
委
員

主
催
／
水
戸
地
方
法
務
局

・
水
戸
人
権

擁
護
委
員
協
議
会

相
談
料
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
町
長
公
室
（
内
線
2
1
4
)

人
権
特
設
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す

岩
井
忍
宅

6

(2
6
7
)
2
3ー

7
（
夜
）

ヽ

¥... --…ー 、 乏

お
茶
の
国
井
屋
さ
ん
（
倉
田

健
さ
ん
）
は
平
成

4
年
か
ら
3
回

に
わ
た
り
、
た
く
さ
ん
の
お
も
ち

ゃ
を
保
健
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
良
き

遊
び
相
手
と
し
て
大
活
躍
し
て
お

り
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
安
心
し
て

い
ろ
い
ろ
な
相
談
や
指
導
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
評
判
で
す
。

子
育
て
に
は
い
ろ
い
ろ
不
安
な

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
の
各
種
検
診
や

相
談
を
活
用
し
て
楽
し
く
子
育
て

を
し
ま
し
ょ
う
。

ぽ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち

検
診
が
楽
し
み
に
な
っ
た
よ

●大洗文化センタ―• fl266-2442 

月日躍 催事 内 容 開始時闊 開催場枡 入陽方法

1 8 日映画「タイタニック」上映会1000~ ホール有 料
1 0 

29 木 芸文祭（音楽発表会） 1000~ ホール一 般

1日芸文祭（民謡、新民謡発表会）1000~ ホール II 
11 

3火芸文祭（日本舞踊発表会）1000~ ホール II 

町・県民税 （第3期）

納期は
l l月2日迄です。

国民年金 (l0月分）

納期は
10月30日迄です。

'98.10.5 広報おおあらい (14) 



月 日 曜 事業名 対象者 受付実施時間

20 火 機能回復訓練 障害をもった方で撲能訊1練が必要な方 9:00~11 :oo 

21 水 1歳6ヵ月児健診 渦l歳6ヵ月1：遅した幼児 13:00~14:00 

22 木 乳児健診 生生後後36カカ））11--47カカ月月のの乳乳児児 13:00~14:00 

23 金 機能回復訓練 障（ 内害利を•もI庭っ診た察方指で機祁能） 訓釉が必要な）i 9:00~11 :oo 

26 月 国保相談 老人医療受給券訴規交付者 9:00~11 :30 

火
機能回復訓練 障害をもった方で椴能調練が必要な方 9:00~l l :oo 

27 
10 三種混合接種 生後3ヵ月～90ヵ月未満の乳幼児 13:00~14:00 

水
基本健診事後指導 9月実施の基本検診の結果要指導の方 9:00~11:00 

28 
9生月活実改施善のが基必本要検な診方の結果要指荘の内生酋習慣改善指欅 13:00~14:00 

木
基本健診事後指導 9月実蒻1J)基本検診の結果要指導IJ)方 9:00~11:00 

29 
経口生和）オ投与 生後3ヵ月～90ヵ月未満の乳幼児 13:00~14:00 

金
機能回復訓練 腐害をもった方で機能諷1練が必要な方 9:00~11 :oo 

30 
9生月活実改施善のが基必本要検な診方の結果要指導の内生話習慣改善指導 13:00~14:00 

2 月
母子相談 紺視靱乳読 9:30~11:00 

生酋習桐改善指導 9生月活実改施普のが基必本要検な診方の結屎要指蒋の内 13:00~14:00 

4 水 離乳食教室 生後3ヵ月～12ヵ月乳幼児及び母親 11 :oo~13:00 

5 木 婦診査人事健康後指づく導り 9の月結寡果施要の指婦導人の他方康づくり診査 13:00~14:00 
11 

6 金 機能回復訓練 囮（理害学を療もっ法た士方指で機群能）訓辣が必要な方 13:00~1s:oo 

火
機能回復訓練 障害をもった方で機龍訓練が必要な方 9:00~11:00 

10 
蒻と子の蜻予防教窒 ］巖IJ)幼児及び紐乳 13:00~14:00 

13 金 椴能回復訓練 障害をもった方で椴能訓練が必要な方 9:00~11 :oo 

16 月 機能回復訓練 阻（整害形を外もっ科た医方診で横察能指訓導練）が必要な方 13:00~1s:00 

藷白揺扁くん

（五反田1区 2歳8ヵ月）
かすき

和希くん

(6ヵ月）

●父正樹

●母真琴

いつまでも仲良くね

いのうえ さら

井上 沙羅ちゃん

（五反田l区 1歳10ヵ月）

●父 宗哉

●母 亜紀子

やさしく て、思いやりのあ

る女の子に育ってね

アイドlL!

健康まつり健康標語
0健康に向かって今日も一万歩

〇病気してしみじみと知る健康の貴さを

〇肝臓も週休二日でリフレッシュ

〇強い身体とやさしい心長男社会の箆一歩

最
近
、
青
酸
カ
リ
ウ
ム
や
ク
レ
ゾ

ー
ル
を
食
物
の
中
に
混
入
す
る
と
い

う
怖
い
犯
罪
が
続
き
、
心
配
な
毎
日

を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
月
は
、
家
庭
で
多
数
発
生
し
て
い

る
有
害
中
毒
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。有

害
中
毒
と
は
、
特
に
乳
幼
児
に

多
い
事
故
で
多
く
は
誤
飲
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
誤
飲
で

一
番

多
い
も
の
は
「
た
ば
こ
」
で
す
。
O

才
児

1
5
オ
児
で
年
間
約
五
千
五
百

人
が
た
ば
こ
を
誤
っ
て
口
に
し
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
た
ば
こ
に
含

乳幼児の

誤飲に

注意しましょう

ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
は
、
非
常
に
有
毒

性
の
高
い
物
質
で
す
。
子
供
の
場
合、

一
本
食
べ
る
と
死
亡
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ニ
コ
チ
ン
は
、

水
に
溶
け
や
す
い
為
灰
皿
の
水
は
大

変
危
険
で
す
。
た
ば
こ
を
誤
飲
し
て

し
ま
っ
た
時
は
、
口
の
中
に
残
っ
て

い
る
も
の
を
指
で
か
き
出
し
、
水

（
又
は
牛
乳
）
を
多
め
に
飲
ま
せ
吐

か
せ
ま
し
ょ
う
。
吐
い
た
あ
と
は
、

病
院
に
連
れ
て
い
っ
て
下
さ
い
。

誤
飲
の
応
急
手
当
て
の
方
法
は
、

飲
み
こ
ん
だ
も
の
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
。
飲
み
こ
ん
だ
も
の
が
わ
か
っ
た

ら
、
応
急
手
当
て
を
し
て
た
だ
ち
に

病
院
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

※
水
を
飲
ま
せ
る
（
吐
か
せ
る
）

・
台
所
用
洗
剤

・
た
ば
こ

・
ク
レ
ン
ザ
ー

・
ナ
フ
タ
リ
ン

※
牛
乳
を
飲
ま
せ
る

（吐
か
せ
な
い
）

・
ト
イ
レ
用
洗
剤

・
漂
臼
剤
・
脱
臭
剤

※
何
も
飲
ま
せ
ず
吐
か
せ
な
い

．
灯
油
・
ガ
ソ
リ
ン

・
ベ
ン
ジ
ン

・
殺
虫
剤

誤
飲
し
た
も
の
が
は
っ
き
り
し
な
い

場
合
の
素
人
判
断
は
、
大
変
危
険
で

す
の
で
、
す
ぐ
に
病
院
へ
行
っ
て
下

さ
い
。

小
さ
な
子
供
は
、
好
奇
心
が
き
わ

め
て
旺
盛
で
す
。
誤
飲
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
、
日
頃
か
ら
の
予
防

対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
婦
増
渕
聡
子

已

）＝―-ロ
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シ／、豚館の 1鱈 9入
チ ら皿年＇命， 、さ

（
 

ヒメシオマネキ
潮が引いた干潟で大きなハサミを振り上げるシオマネキ。

そんな姿から「潮招き」の名前が付けられました。英名で

はもっと優雅に「バイオリン弾きのカニ」と呼ばれていま

す。この大きなハサミを持っているのはオスだけで、メス

にはありません。実は潮を招いているのでもバイオリンを

弾いているのでもなく、メスを誘ったり縄張りの宣言をし

ているのです。そして、大きなハサミは見かけ倒しなのか

というとそうでもなく、オスどうしの戦いには武器にもな

ります。風流な名前に似合わすシオマネキも必死なのです。

＼， 

鴫開9亙胃腿
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